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第３１回原子力委員会定例会議議事録 

 

１．日 時  平成２７年８月１８日（火）１０：３０～１１：３０ 

 

２．場 所  中央合同庁舎第８号館 ５階共用Ｃ会議室 

 

３．出席者  内閣府原子力委員会 

        岡委員長、阿部委員、中西委員 

       国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 

        原子力人材育成センター長 沢井友次氏 

       東京大学大学院工学系研究科原子力専攻 

        教授 上坂充氏 

 

４．議 題 

 （１）ＪＡＰＡＮ－ＩＡＥＡ ｊｏｉｎｔ 原子力エネルギーマネジメントスクールの開催 

    報告について（国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 原子力人材育成 

    センター長 沢井友次氏、東京大学大学院工学系研究科原子力専攻 教授 

    上坂充氏） 

 （２）その他 

 

５．配付資料 

 （ １ ）ＪＡＰＡＮ－ＩＡＥＡ ｊｏｉｎｔ 原子力エネルギーマネジメントスクール 

      開催報告 

 （２－１）第２３回原子力委員会定例会議議事録 

（２－２）第２４回原子力委員会定例会議議事録 

 

６．審議事項 

（岡委員長）それでは、時間になりましたので、ただいまから第３１回原子力委員会を開催い

たします。 

  本日の議題、１つ目がＪＡＰＡＮ－ＩＡＥＡ ｊｏｉｎｔ 原子力エネルギーマネジメン
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トスクールの開催報告。２つ目がその他です。 

  まず、１つ目の議題について事務局から御説明をお願いします。 

（室谷参事官）ありがとうございます。 

  まず１件目でございますけれども、ＪＡＰＡＮ－ＩＡＥＡ ｊｏｉｎｔ 原子力エネルギ

ーマネジメントスクールの開催結果について、国立研究開発法人日本原子力開発機構原子

力人材育成センター長の沢井友次様、そして東京大学東京大学大学院工学系研究科原子力

専攻教授でいらっしゃる上坂充様に本日はお越しいただいております。 

  それでは、御説明どうぞよろしくお願い申し上げます。 

（沢井氏）ありがとうございます。原子力機構の沢井でございます。よろしくお願いをいたし

ます。 

  本日は私と東京大学の上坂先生と２人でこれを説明をさせていただきます。内容は先ほど

も御報告がありましたように、２か月ほど前に開催をさせていただきましたＪＡＰＡＮ－

ＩＡＥＡ ｊｏｉｎｔ 原子力エネルギーマネジメントスクールの開催の報告でございま

す。お手元の資料の表紙にございますように、これはＩＡＥＡ、下のロゴマークを見てい

ただくとよろしいかと思うのですけれども、ＩＡＥＡと、私どもの緩い連帯組織でありま

す日本原子力人材育成ネットワーク、内閣府さんもメンバーに入っていただいております。

そこがホストをいたしまして、更に原子力機構、東京大学、あるいは原産協会、原子力国

際協力センターの協力のもとで開催をいたしております。 

  じゃ、ページをおめくりください。このスクールはそもそもどういうものかと申しますと、

ＩＡＥＡが始めたスクールでございます。主に新規参入国相手でございます。世界各国で

何か所か開いておりますが、アジアではここ日本で開くということになっております。そ

もそも第１回がイタリアのトリエステで開催されて以来、中東はアラブ首長国連邦のアブ

ダビで、そのとき、２０１２年に日本でも開催をされました。２回ＩＡＥＡの主催でやり

まして、去年２０１４年度から私ども日本側が主催だということでやらせていただいてお

ります。 

  先ほど申しましたように、新規参入国向けのものでございますので、技術的な内容という

よりは、下の内容に書いてございますが、講義はエネルギー戦略でありますとか核不拡散、

その他そういう新規参入国のアプローチの仕方、そういうことを主体にしておりまして、

岡先生にも御講義いただいたのですけれども、技術的な内容は余り多くはありません。 

  特徴の一つは、グループプロジェクトという自主的に討議をして、国際的な集まりで討議
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をして発表する、座学で一方的に受け入れるだけじゃないようなこともかなり盛り込んで

ございます。また日本に来ていただきますので、特に外国の方に日本の原子力メーカーの

工場や発電所などを見ていただく。特に今回は１Ｆの状態を見ていただくということをや

りました。 

  下のほうに主催等が書いてございますけれども、原子力人材育成ネットワークが受け持っ

ております。それをサポートするのに原子力機構や東京大学さんなど、多くの組織でやら

れていただいています。また、原子力学会の協賛もいただいておりまして、これに参加し

た先生も、メンターの人にも、生徒さんだけじゃなくて、ＣＰＤというポイントが登録さ

れるということを認めていただきました。ＣＰＤというのは「Ｃｏｎｔｉｎｕｉｎｇ Ｐ

ｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ」、社会に出た社会人の教育のカウン

トシステムのようなもので、各学会がこの人はこういう教育を受けたんだということを認

定するシステムでございます。 

  次の２ページ目でございますが、これは原子力人材育成ネットワークのホストであるネッ

トワークの構造を示したもので、お役所も幾つか参加していただいております。内閣府様

も御参加いただいております。主な事務局としては、原子力機構の人材育成センターと原

産協会が担当をいたしております。 

  参加各セクター、大学等にも御参加いただいておりますし、公的機関、これは地方自治体

なんかも入っていただいております。それと電力メーカー、ユーティリティやメーカーの

方、あるいは研究機関、学会、私どもの原子力機構やそのほかの研究機関なんかも参加を

いただいております。主にこういうことをメンバーで７０機関、現在メンバーがございま

すが、人材の育成をやっていこうということでございます。 

  次のページ、もう少し人材育成ネットワークの詳しい構造が書いておりますが、下のほう

に青い四角が５つございます。青い四角、左のほうの四角はちょっと色薄くなっています

けれども、左のほうは年齢別に初等中等教育、これは支援をするんですが、２番目は中等

教育、３番目は先ほどちょっとＣＰＤもありましたけれども、実務段階の人材に。こうい

う年齢別の３つのほかに、外国とのやりとりで、行きと帰りの２つの分科会という活動が

ございます。まず「行き」というのは、国内の人材の国際化を促進するというのです。向

こうから来るほうは、もちろん海外の人材育成をやるということでございます。今回のマ

ネジメントスクールは主にこの４番目と５番目の分科会の活動として行い、またワーキン

ググループや事務局も積極的に参加してサポートをいたしております。 
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  開催をいたしましたのが、次の４ページ目にお移りいただきまして、６月の第１週でござ

います。これは毎年ちょっとずつ時期を変えておりますのは、イスラム圏からの御参加が

多いので、ラマダーンのシーズンは避けると。いつもラマダーンがちょっとずつ早まるの

で、ちょっと早まって去年よりも早く開催しております。６月１日から２週間半というこ

とで、６月１７日までやっております。そのうち、最初の週が弥生講堂アネックス。東京

大学の農学部のほうです。北側のキャンパスです。 

  次の資料は、いばらき量子ビーム研究センターという東海村にあります、原子力機構に入

っていただくのはちょっと難しいので、核セキュリティーの関係で、大きなセミナーが開

ける場所がありますのでそこで原子力機構東海の近くで次、第２週を。第３週は東京大学

に再び戻りまして山上会館でやっております。スクールの開講式の写真が下にございます

けれども、これは弥生講堂アネックスの農学部のところになります。それで岡先生の写真

もお分かりでございますけれども、先生にも恵まれ、よい日に開催をできたと思っていま

す。 

  めくっていただきまして、ではいよいよスクールの内容でございますが、日本側の、いろ

いろＩＡＥＡの固有のはずせないプログラムというのもあるのですけれども、日本側でや

るということで幾つか特色を出しています。日本の知見や良好事例を取り込んだ講義とい

うものがございます。特に今回は、皆さん１Ｆは注目されるんですけれども、今回第二が

危機を脱したというお話を余り触れる機会がないのかなというので、そのときに東海第二

の最高司令官をやっておられた増田さんに東京電力からお越しいただいて、福島第二もか

なり混乱をした中、リーダーシップでいかに切り抜けたかというようなお話をしていただ

きました。難しい決断のお話とか、水素ボンベがいっぱい倒れているところへ安全を確認

しに行かせるとか、そういうようなお話もしていただきました。 

  テクニカル・ツアーの今回のトピックスのトップは１Ｆへ行っていただいたことです。こ

れは後にも申し上げますけれども、ちょっとメンバーの制限がありましたので、私行くこ

とできなかったのですが、かなり有効であったと聞いています。 

  また、座学のほうでございますけれども、「よく検討されたカリキュラム」と書いてござ

いますけれども、これは東京大学や国内のメーカーの方、更には電力の方なんかにも来て

いただき、更には、最後にも書いてありますけれども、アジアの地域ということで韓国や

中国の方からも講師をお招きしまして、国際的なこともお話をいただきました。 

  更には先ほど申しました主体性を重んじるということでグループワークをさせるというこ
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とで、皆さんゼミで聞くだけじゃないよというようなカリキュラムを組み込んでございま

す。 

  スクールの質の管理でございますが、これは入り口と出口で選考といいますか、入り口は

もちろんメンバーは選抜しなくちゃいけないので、議論をして選考させていただきます。

また出口は試験をして、生徒諸君の進捗をはかるとともに我々のこのイベントの効果もは

かるというようなことをやりました。 

  あるいは多彩なコミュニケーションということで２件書いてございますけれども、東海村

に来ていただいたときに、実地地域の中学生の方と交流会をしていただくというのをやり

ました。東海村村長さんも来ていただいて、なかなか盛況でありました。また、去年から

積極的に始めているんですけれども、卒業生との交流会といったようなものも支援をいた

しまして、このイベントが人脈の形成につながるんだというような側面もサポートしてお

ります。 

  次のページがちょっと忙しいダイヤグラムになってございますけれども、基本理念の構築

というのはこれ、この教育、マネージャースクールどうするかというようなことでござい

まして、一番左にございますのが、ＩＡＥＡがそもそもこの学校を始めるためにこういう

ことが必要なんだというのを定めた。それに対して、右側で教育プログラムの具体化とい

うことをやりました。ＩＡＥＡから講師に来ていただき、日本側からも講師を出し、もち

ろん外国からも、中国、韓国からお呼びし、ということで講義を構成いたしました。また、

先ほど申しましたように見学や演習─これはグループプロジェクトですね─そのようなも

のを取り入れる。更には一番下はＳｏｃｉａｌ Ｅｖｅｎｔ、先ほど申しました地域との

交流みたいなものと同窓会をやりました。このプログラムを、最終的にはこんなふうな姿

になったのですけれども、実施するに当たり、国内の実行委員会、主に東京大学に御協力

いただいたんですけれども、様々議論を経て、このようなプログラムを構成しております。 

  では次のページにお移りください。肝心の研修生なんでございますが、ちょっと申しおく

れましたけれども、これは国内と国外の両方から研修生を呼んでおります。ちょうど赤字

で書いてあるのが女性の割合なんですが、外国から来られた研修生が１３か国１９名、日

本は１６名で、女性の含まれ方は、我が国はやはりまだたちおくれておるのかなと。主に

原子力新規参入国からおいでいただいているんですけれども、女性の参画率については彼

らのほうが高い率を示しているというところでございます。比較的外国は年齢が若い方に

来ていただいています。もちろん選考のときに年齢も基準にしていますので２５歳から４
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１歳、電力や官公庁も来ていただいております。我が国も内訳はそこに示してございます

けれども、割と同じような年齢になっていて、２６歳から３９歳という─４０前ですね、

我が国は─に来ていただいております。下の写真は開講式で、ＩＡＥＡのＣｈｕｄａｋｏ

ｖ事務次長はビデオによる、実際の御参加ではなかったのですけれども、ビデオで御挨拶

していただき、岡先生にも御挨拶をいただきました。ありがとうございました。あとは、

初日のこれは上坂先生の司会をいただいて、オリエンテーションのときに自己紹介をして

いる図でございます。 

  講義は先ほど申しましたように３１こまのうち、かなりテクニカルじゃない、エネルギー

戦略とか核不拡散、国際法、そういったようなものの割合を高く構成をいたしております。

日本側の先生にやっていただいたのは、岡先生に原子力委員会からお越しいただいたほか

に、資源エネルギー庁、東大、東工大、そのほか大学の方、また日本エネルギー経済研究

所や、原子力安全推進協会、放医研といったような、もちろんメーカー、電力の方からも

講師に来ていただいて、幅広い先生方、また外国の先生も先ほど何回か言っておりますよ

うに来ていただいております。もちろんＩＡＥＡ自身も先生を出していただいて、講義を

していただいております。この足立さんというのは日本人の方ですけれども、このマネジ

メントスクールを開催するときのＩＡＥＡ側のカウンターパートの方です。このときはＩ

ＡＥＡの方でした。 

  ページをめくっていただきまして次の９ページは講義の風景でございます。弥生アネック

スの写真です、これは。第１週のホワイト、木製の建物で、みんなちょっと鉄筋コンクリ

ートよりはやわらかい感じがしたのかなというふうに思ってございます。 

  次の１０ページ目のも、これも弥生アネックスで、講義の風景でございます。下の四角で

囲んであるのは東海でやりました研修生と各国の紹介していただいて、地元の中学生が英

語で質疑討論なんかをして交流をするといったようなことをやりました。 

  施設見学は何か所か国内の事業所や研究施設を訪問をしていただきまして、今回のハイラ

イトは１Ｆを見ていただいたということでございます。特に足立さんがこの１Ｆの見学に

行っていただいたのですけれども、足立さんからいただいたコメントとしては、びっくり

したと。１Ｆのあんな近くまで行けると思わなかった。日本人の方ですけれども、ＩＡＥ

Ａのウィーンにいらっしゃる方がそのようにおっしゃっていただいたので、多分ＩＡＥＡ

の日本人の方でもそうなのですから、多分風評といいますか、１Ｆの状況についていろん

なことが言われているのかなと思いますけれども、今回わずかな人数ではございますけれ
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ども、外国の方に１Ｆの近くまで行っていただいて、ここまで進んだというのを見ていた

だいたということは非常に意義があったんじゃないかなというふうに足立さんが話をして

おりました。あと下は東芝のタービン工場とか東京大学の大炉研究施設、あるいは電中研

の様々な施設みたいなものも見ていただきました。 

  １Ｆにはバスに乗って、車窓からということなんでございますけれども、いろんな施設を

見ていただきました。御質問をしていただいて答えたりもしておりまして、本当に事故を

起こしたサイトですけれども、除染等努力の結果近くまで行けたということを体験してい

ただきました。下はその１Ｆ関連の見学の様子です。皆さんバスでもマスクをしていただ

いた。 

  また次の、ページ数書いてございませんけれども１５ページ目でございます。おおむね除

染現場の見学の様子でございます。 

  また次の、見学、以上でございましてグループワークというのがございますが、下に示し

ましたようなテーマ、６つのテーマに各研修生を割り振り、もちろん同じ国から何人かお

越しいただいたところは別になるように、更に日本人は多いので、一つのグループに二、

三人入っていただいて、いろんなことで議論をしていただきました。 

  次は研修生の様々な様子ですけれども、左四角には「外国のお姉さん達と」というんです

けれども、これ東海でやったときの、こういう感じでやっております。 

  最後は次の１８も写真ばかりでございますけれども、東海でも村長さんに来ていただいて

挨拶していただき、村の中学校が２つ参加していただいたので、村長さんにも来ていただ

きました。 

  最後めくっていただいて、修了式はちゃんと試験の結果全員合格いたしまして、服部委員

長、原子力人材育成ネットワークの委員長の服部委員長から挨拶をしてもらい、上坂先生

から一人ずつ修了証書をお渡しいただきました。 

  最後の数枚、これ先ほども試験ということをしましたけれども、大体いいんだという結果

なんです。ただ、気をつけなくちゃいけないところもある。「自己評価が低く、改善も小

さい項目は要重点化」と書いてあります。「Ａｂｉｌｉｔｙ ｂｅｉｎｇ ｆｉｒｓｔ 

ｔｏ ｆｉｎｄ／ｄｅｔｅｃｔ ａ ｐｒｏｂｌｅｍ」。日本人もそうなんでしょうか、

発見するというのではなくて、学ぶという側の姿勢が多いんです。これはこの機会にかか

わらず、私どもも外国、発展途上国、新規参入国の、主に技術ですけれども、レクチャー

しますけれども、グループワークなんかで改善を目指すのですけれども、どうも教わるん
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だ、知識を誰に教わるんだという姿勢が強くて、やっぱりこういうのがまだまだ低いんだ

なというのを改めて確認をしたところでございます。 

  以上、最後でございますけれども、時間も、なってしまいましたけれども、今回のマネジ

メントスクールでは教育プログラムとしまして私どもはいいスクールをやれたんじゃない

かなというふうに思っております。特に１Ｆの見学は有意義でした。日本に来ていただい

て、こういうタイトル、スクールですので、１Ｆを見ていただくというのは極めて意義が

大きかったなと。研修生も大変意義深く感じて帰ってくれたと思います。 

  また、日本の様々な進んだ原子力技術を学んでいただくこととか、グループワークをやっ

て主体性をつける訓練、教育効果が思ったほどまだ上がっていないんですけれども、それ

でもそういう努力をしないと。また、中国からも、もちろんＩＡＥＡからも講師を迎えて、

アジア地域での、これは日本でということではなくて、アジアでやっているＩＡＥＡのス

クールが日本でやるという意義づけを強調しております。地元の中学生との交流機会もや

りました。もともと７番目のＩＡＥＡが進めている新規導入国への人材育成というのを骨

子としたものでございますけれども、これに大きく貢献できたんじゃないかなというふう

に考えております。更には国内的にもＣＰＤポイントの登録ということで原子力学会のポ

イントになるという試みを今回─これは今回初めてですね─やらせていただきました。 

  最後はちょっと字が小さくて見づらいんですけれども、カリキュラムの検討といった中で

考慮いたしましたＩＡＥＡの要件と我々が実際組み上げた講義の内容でございます。一応

私から御説明をぐるっとさせていただきました。 

  以上でございます。 

（岡委員長）ありがとうございました。 

  それでは質疑応答を行いたいと思います。阿部委員からお願いします。 

（阿部委員）御説明ありがとうございました。大変有意義なことやっておられるようですね。

とかくこういうのは恐らく参加者は主催団体が旅費その他全部経費は負担するという仕組

みですね。 

（沢井氏）はい。ＩＡＥＡと一部の国外参加者はＪＩＣＣ。 

（阿部委員）ＪＩＣＣね。 

  日本、世界でいろいろなこういうようなプログラムあるんですけれども、とかく言われる

のは、全部お金出してもらって、これはみんな当然喜んで、楽しんで帰ると、みんなよか

ったよかったと言うけれども、それでいいのかというのがあって。それをそうではなくす
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るためには、一つはやっぱり最後にどれだけ達成したかという試験をするということで、

これもやっていらっしゃるらしいので、これもいいことですよね。 

  それから、ディグリーまではいかないけれども、真ん中の証書が出ると、こういうことな

んですかね。ですからこれはもし引き続き続けるのであれば、それをできるだけ、かつ国

際的にもそれが認められるようにやっていくということが一つの努力の方向ですね。そう

することによってこの計画の内容も高まるし、それから参加した人は将来自分はあそこに

行っていたんだ、こういうことを言うことによってみんなからも、ああそうかと言われる

ようになるというのは非常に励ましになりますよね。 

  それから、ＯＢのネットワークをつくるというのが、卒業生のネットワークをつくるとい

うのは、本当これも非常にいいことですが、ただ難しいのはもちろんそれをまた集めて交

換会をやるだけの、なかなか経費が出ないんですね。そこは難しいかと思います。それは

どういうふうにやっておられますか、アフターケアみたいなものは。 

（上坂氏）我々としてはこれで４回目だったんですが、最初から４回以上やることは決まって

いませんでした。第１回目から、準備のときから原子力委員会に御報告申し上げていたん

ですけれども、とにかく定例化を目指そうということでやってきました。それで３回目か

ら日本主導ということで、ＪＡＰＡＮ－ＩＡＥＡということになりました。定例化できた

のであれば、やはりＡｌｕｍｎｉ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ、同窓会つくろうということ

で、非常にまだバーチャルなんですけれども、作ったということです。 

  彼らをもう一回集める策として沢井センター長から御説明あった、我々のスクールの特徴

であるグループディスカッションのディスカッションのリードをするメンターとサブメン

ターをお願いしました。一度受講生としてやった方は、今度は教える勉強をやってくださ

いということで声をかけて、２日に一回程度ですけれども、そこにずっと張りつきなのは

大変ですので、１回か２回は来てくれと。で、全体の分担、日程表をつくりまして、そこ

には、２０名ぐらい来てもらうということをしています。 

  それからＹＧＮという、Ｙｏｕｎｇ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｎｅｔｗｏｒｋの世界、若

手の会があって、それとも連動するセッションもずっとやっております。また、数年後に

ＹＧＮの世界大会を日本で誘致したいということがあります。それもやはりかなりの人数

の協力がいります。そうしますとこのスクール、もう４回目ですので、日本の参加者が２

０名ぐらいだとすると４回でもう８０名ぐらいいるのです。彼らは、英語力もありますし、

彼らが動かないとそういうこともできないかなと。ですから是非、集まる機会をなるべく
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増やしたいということで、教えることで来なさいとしました。しかし、やはり送り出す会

社といたしましては、何がメリットかなということがあると思います。やはり来ることの

意義があるということは大切です。なんとか形をつくりたい、ポイントをつくりたいとい

うことで、ＣＰＤという、「Ｃｏｎｔｉｎｕｉｎｇ Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ Ｄｅｖ

ｅｌｏｐｍｅｎｔ」を今年から原子力学会と協力して点数をあげることにしました。国際

標準になっている技術士を取った方は生涯研さんということでこのＣＰＤをやり続けなき

ゃいけない。そしてマストじゃないんですけれども、やる、ｈａｄ ｂｅｔｔｅｒと。そ

れでポイントは加算されて、これ世界共通です。ですからこういう活動がポイントになる

んです。日本ではこれがまだ、なかなか一般化していないのです。欧米はこれを必ず取る

ということは非常に重要になります。今年からこれを取れるようにしました。今民間企業

さんもこのＣＰＤを評価するようにしておりますので、社内の教育にもこれを使うという

方向のようです。そうしますと、来ることによって彼ら自身の会社での教育実績にもなる。

このような努力は我々運営側としてやるべきかなということでやっております。 

  以上です。 

（阿部委員）あと、核不拡散とかそういう関係の講義もしたというふうに書いてありますよね。

で、ＩＡＥＡの方がいらしてレクをしたというふうなことのようですが、当然原子力産業

関係進めるに当たって、不拡散の観点も注意しなきゃいかんということなんですよね。関

連するプログラムで時々なぜ核にそれだけ気を使うのかとなんていうので、まあこれは場

合によっては爆弾がつくれるんですという話で、また更に言って、実際に爆弾使えば広島

みたいになるんですというプログラムやったんです。まあこれは恐らくそこまではいかな

かったんですよね、このプログラムでは。 

（上坂氏）長崎大学の鈴木先生と、それから一橋大学の秋山先生にこの話を２コマやっていた

だきました。先生おっしゃられた機微なことも非常にうまく英語で説明して、非常に質問

が多く出まして、活発な議論がありました。 

  また、ＩＡＥＡからは査察官のマリー氏とか、それからトム・ハウザー氏、弁護士、原子

力法の議論をしていただきました。こういう講義はなかなか日本で得られないもので、質

問がとまらなくて、終わってからもずっとみんな講師を取り巻いて議論しておりました。

非常にそこも重要なことだったと思って認識しております。 

（阿部委員）正に先日のイランとのまとまった合意なんかも、なぜあれだけ執拗にいろんな制

約とか検証とか査察とかやらなきゃいけないのかということを原子力研究者に理解しても
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らうためには背景が分からないといけない、それを話されたようなので、これはいいこと

だと思います。 

  ありがとうございました。 

（岡委員長）中西先生、いかがでしょうか。 

（中西委員）どうも御説明ありがとうございました。ＩＡＥＡの目標を受けて新規原子力参加

を試みている国の人たちの人材育成ということがよく分かりました。また、これはエネル

ギーマネジメントスクールで、ＩＡＥＡの目的が原子力のマネージャー育成となっている

ことは理解しております。そのため講義はいろいろな種類のものが行われ、見学会もされ

ているのですが、やはり実際に現場を知らないと何かあったときにどういう対処をするの

かが判らないと思います。例えば原子炉のスクランブルはどう起きるのだろうかとか、実

際に原子炉の運転状況を身をもって知ることも重要かと思います。座学と見学だけでは限

界があるようにも思われますがどうお考えでしょうか。 

  これからの問題とは思いますが、例えば近畿大では、１ワットしかない研究炉が今動いて

はいないのですが、教育のため現場でスクランブルを起こしたりもするとも伺っています。

現場教育は非常に教育効果があるということをおっしゃっている方もおられますが、先生

の考えられている本教育の将来はどう考えられているのでしょうか。 

（上坂氏）今回は今日、沢井センター長から御説明のとおりの見学会でございました。時間も

限られておりますが、サイト見学と、工場の見学も非常によかったかなと思っています。

研究所の見学もですね。 

  それで、原子炉の運転なども検討しています。現在別に、技術の実務コースをＩＡＥＡと

考えています。そこでは原子力発電所での研修とか、シミュレーターを使って、正に福島

事故をシミュレーションして照明も真っ暗にして、同じような体験をさせるとか、そうい

う実務研修も検討しております。 

  一方、肝心の原子炉がとまっている状況も問題です。この件は、７月１６日に日本学術会

議の原子力総合シンポジウムで中西先生にも御講演いただいて、総合討論やりました。何

とか規制を合理的に考えていただいて、原子炉を教育と研究のために、あるいはこういう

人材育成のために再開していただきたい。関連事実をしっかりと、原子力学会中心に整理

しようということで作業しております。これは会長記者会見という形で定期的に２か月に

一遍公開して、御理解いただきたい。原子炉を動かすということは極めて一番重要です。

それを少しでも、限られた時間でもこういうものに使えるように来年度以降、人材育成に
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使いたいと思います。そのためには再開していただかなければいけない。その努力も原子

力学会と協力して今行っております。 

（中西委員）工場でも現場を知らない経営者がいるとも言われていますが、そのような人がで

きないような教育を是非行っていただければと思います。 

  それからこれは国内のいろいろな人材を国際化するということをどこかで御説明されたと

思いますが、海外との結びつきも大切なことなのですが、実際にこういう人材育成を通し

て国内の人材育成にどう貢献していくかということも重要かと思います。先ほどＣＰＤの

ポイントということをおっしゃったのですが、技術士との関係をもう少しご説明いただけ

るでしょうか。技術士というのは文科省が決めた国家資格で、ＪＡＢＥＥとの関係はきち

んとできているのですが、技術士とＣＰＤの関係もできかけているというふうに認識して

よろしいのでしょうか。 

（上坂氏）技術士を取りますとＣＰＤを取らなきゃいけないということですので、技術士のプ

ログラムの中に万国共通で入っております。ＣＰＤ・技術士を運営している国は全てＣＰ

Ｄがあります。ただ、技術士を持っていなくてもＣＰＤポイントはとれます。ですので、

そこはちょっと緩く、柔軟に対応しているようです。 

（中西委員）どうもありがとうございました。 

（岡委員長）私も幾つか質問、コメント申し上げます。日本にとっても非常に重要な、それか

ら参加される方にとっても役に立つ、スクールが続いていて、大変うれしく思っておりま

す。 

  幾つかあるんですが、国内の課題ということですが、国際的な連携っていつも言うんです

けれども、こういうことを通じて海外の方々との連携、それから国内の産業界、研究機関、

大学の連携、そういうものが進んでいくのが非常に重要なことではないかと思います。連

携といっても非常にふわっとしていて、単に集まってこれをやっているだけというのでは

なくて、スクールの企画と運営について個々の組織で関連している情報といいますか、Ｉ

ＡＥＡの、例えば大学にとってみれば一番最後に書いてある、参考資料に書いてある、こ

ういう要求項目から教育を考えていくという、こういうやり方。これは米国あるいは欧州

なんかではもう標準的なやり方になっているけれども、日本ですとまだそこまで行ってい

ない。ちょっと前は何を教えないといけないかと、細かい教える内容についてゴチャゴチ

ャ言っている場合があったわけですけれども、出ていく学生の持っている資質のほうから

教育に対する要求が出てきているというようなところなんかは、国内の大学で共有をして
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考えるべきところなんではないかなという気もいたします。 

  それから、研究機関にとってみれば、研究者のレベルの連携もあるんでしょうけれども、

やはり優秀な研究員同士のネットワークをつくる、そういう形の国内外の連携は非常に重

要なんだと思います。 

  そういう意味で、人材センターというのがこのスクールの御担当なんですけれども、ＪＡ

ＥＡさんについていえば、国際部というのがありますけれども、そういうところとの関係

というのはどんな感じなんでしょうか。 

（沢井氏）国際部が割と最近、国際室に格下げになったんです、ＪＡＥＡ。余り国際戦略を立

てるというよりも、ＪＡＥＡの国際室は国際業務に関する事務取扱をやっていて、最近そ

れではだめだということでいろいろ考え出してはいるんですけれども、まだまだ個別の案

件について方針を出すというところまでは行っておらないのが現状でございます。 

（岡委員長）今までの日本の国際的な連携の課題というのは、イベントをいろいろやったり、

あるいはたくさんのホスドクを雇ったりしてきたんだけれども、フォローが十分じゃない

気がします。フォローするのが目的ではなくて、むしろ自分の事業展開にそういうものを

有効に使う。事業というのは研究開発もあるでしょうし、優秀な研究員の獲得もあるでし

ょうし、国際的なそういうものあるでしょうしという、そういうところがどうしても抜け

がちになっていて、多分人材センターはこのスクールのマネージスクールやるだけで手い

っぱいなんだと思うんですけれども、そういう部分が重要で、そこが日本の縦割りの弊害

で連携の悪いのではないかと感じています。現在は上坂氏が学会の副会長で、会長はＪＡ

ＥＡの方ですよね。ですから国際連携という、言葉で言って、内容はいろいろあるんです

けれども、実際はそれを、それぞれの組織でどういうふうに生かすかというところはそれ

ぞれの組織に任されるんですけれども、工夫しながら、そういうものを生かしていくシス

テムにしないといけないというような感じがしているんですけれども。 

  そのやり方というのは何か一つじゃなくて、いろんなやり方。例えば今メンターってあり

ますけれども、メンターは日本人の方ですね、これは。ですからメンターの方は多分若い

方なんでしょうけれども、その会社の国際展開の中でいろんな海外との関係があるかと思

うんですけれども、そういうところとのメンターの方のつながりとかが将来役立つ。個人

的なつながりというのは国際的に仕事する上で研究者の側でもそうですけれども、一般的

に個人的なつながりって一番重要で、それを個人のレベルでやっていると広がらないけれ

ども、こういうもので集まったものを使ってやると広がるということではないでしょうか。
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ここに参加している人が個人的につながっただけでは組織としては残らないんだと思うの

で、我々がこれから求められているものは、それをもうちょっと組織化をして、しかも相

手にもメリットに、国際協力は基本的にギブ・アンド・テークです。日本人の国際協力っ

て外国が何か持ってくるものだと思い込んでいる人がいて、これは大きな間違いで、基本

的にギブ・アンド・テークなんですけれども、そういう形で日本の原子力が国際的な連携

といいますか、活動を広げていく、自分の仕事をよりいいものにしていくという意味で、

こういうものを活用できるシステムが、こういうものからまた育っていけば非常にいいん

ではというような気がいたします。 

  学会も連携という意味では、産官学の連携にとって非常に重要なところです。こういう活

動がないとなかなか具体的な話は起こらないし、大学も東大だけではなくて、いろんな大

学にシェアをするとよい。例えば発表資料の最後に書いてあるような教育のシステムとい

うのはある種十分シェアされていないのではないかと思うんです。 

  それからもう一つは最後に同窓会とありまして、これは参加者同士の同窓会じゃないかと

思うんですけれども、今のとちょっと似ていて、何か時々この参加者に、日本はこんなこ

とを、国際的にはこんなことがあるとのニュースでも送ると非常につながりが続いていく

のではないか、あるいは興味が続いていくんではないか。来てくださった方はそれぞれの

国内の重要な方々だと思うので、ニュースを見てくださるかどうかはともかく、何か英語

のニュースがあれば、余り関係なくても、関係なくてと言ってはまずいようなら、これは

むしろＪＩＣＣさんや産業界の英語のＮＥＷＳがあればそういうのでもいいし、学会の国

際的な活動でもいいでしょうし、ＪＡＥＡさんの何か、研修センターの何かああいうもの、

あるいはＪＡＥＡさんのそういう国際的な部分でもいいでしょうし、それらを送ったりす

るのができるといいんではないかなという感じもいたします。なかなかニュース、自分で

書くのはちょっと大変ですけれども、何か既にあるもの利用して。今までせっかくたくさ

んのポスドクの受け入れとか、このスクールじゃなくても、いろんな国際活動があったと

おもいますが、必ずしも十分フォローできているかどうか、スクール開催で終わりではな

いかなと思ってしまっているので、ちょっとコメントですけれども。まあ言うのは簡単な

んですけれども、このスクールは組織が分担してやっていますから、そういうのをやると

きに誰かはずっと継続してそれを担当する人が必要で、それはどっちかというとＪＡＥＡ

さんだとかＪＩＣＣさんとかに期待をしたいところでございますけれども。責任者という

よりむしろこれをずっとフォローしてよく分かっている方がそうしたことも担当する。そ
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れがこの成果を生かすのに非常に重要なんだと思うんですけれども。ちょっと自分の意見

を申し上げましたけれども…… 

（上坂氏）発言よろしいでしょうか。必ずしも適切な回答になっているかどうか。 

  一つ、同窓会活動に関しては、参加者の中で、私もメンバーに入れられているようですが、

メールのネットワークがもう幾つかあるんですね。情報交換しているグループもあります。

今回のスクールでは、ＬＩＮＥでグループつくるとか言っていました。 

  それからＪＡＩＦ、原産さんがＳＮＳを使って、原子力学会の学生連絡会と連携して情報

を、非常に活発に配信しています。今週もそれで女川行ったりとか、そういう活動があり

ます。そこの面も、ＪＡＩＦさんと相談して活性化したいなと思います。 

  それから、今後のことで、一ついい機会が、先ほど申し上げたようにＹＧＮの世界大会を

何とか日本でやりたいということがあります。そういう目的があると集まりやすいのかな

と思います。そういう活動をつなげて、ＹＧＮ世界大会日本開催を実現したいと。そうい

った意味で原子力学会もサポートしようということに今なっております。このＯＢ会的な

活動と、原子力学会の若手の活動を結びつけて、そういう活動をやりたいです。目標が当

面ありますと、非常に彼らもやりやすいんじゃないかなと。ですので、そういう形で進め

させてみようかと考えております。 

  あともう一点。実はＩＡＥＡは最後のこのコンピテンシー・エリアマップを作成中です。

ＩＡＥＡはこういう短期スクールをずっと世界で運営しているんですが、これをベースに

原子力マネジメント学の修士課程をつくりたい。私もそのメンバーですけれども、もう４

年ほど活動しております。マンチェスター大学で去年の１０月からマスターコースがスタ

ートしました。それでＩＡＥＡはピアレビューをして、ＩＡＥＡのｅｎｄｏｒｓｅを出す

と。それからモスクワ物理工科大学も来年の１０月から計画しているということでありま

す。ですので、ＩＡＥＡはこれを学位に持っていきたいということなんですね。ところが

去年の今ごろ、私が欧米と日本で大学院の教育のことを御報告申し上げたのですが、ヨー

ロッパは連携しています。「ボローニャ・プロセス」といいます。Ｅｕｒｏｐｅａｎ ｃ

ｒｅｄｉｔ ｔｒａｎｓｆｅｒ ｓｙｓｔｅｍというので単位を共通化していて、１．５

年で修士論文のないマスター・オブ・エンジニアリングというのが出るのです。プラス半

年の研究をやってマスター・オブ・サイエンス。アメリカは１年間で、講義だけで、マス

ター・オブ・エンジニアリングのレベルと、ドクターにいけるマスター・オブ・サイエン

スのレベルの、合格レベルが２つあります。それで、１年です。ＩＡＥＡは、１年あるい
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は１．５年のマスターコースをつくろうとしているので、欧米の場合、既にある大学のシ

ステムには、そこの講義だけのところで、ぴったり合います。すぐに始められると。ロシ

アも乗って、ＵＫも乗っています。 

  ところが日本の大学の場合、研究が主体なので、２年間。それでほとんど５０％以上が修

士論文研究ですね。そうすると勉強と研修、インターンシップだけで単位を取るというの

は、今東大と機構さん中心にやっている、専門職大学院、岡先生がおつくりになられた、

専門職大学院のみです。専門職大学院は、日本の原子炉主任技術者と核燃料取扱主任者の

資格に直結した大学院、勉強だけの大学院です。そういうものがインターナショナル版に

なると、欧米の研究しない修士課程に対応します。日本の専門職大学院は日本の資格用な

ので、英語用にはまだなっていません。そういうシステムの差異の問題が非常にあるよう

に感じています。 

  現在、御承知のとおり日本の大学院は博士の充足率を上げるという方向で、リーディング

大学院とか、博士に学生を進学させて、研究能力を上げていくという方向がメインなので、

そことの整合をどうしていくか。社会人用の、マネジメントを教育して一番利を得るのは

きっと企業です。３５歳ぐらいで、ちょうどマネージャーになるころの方々が最適と思い

ます。大学出たばかりの若い方では分からないと思います。そうしますと社会人の教育な

んですね。そうするとお忙しい中ですから、ｅラーニングとか、遠隔、ディスタンスラー

ニングのシステム使わなければならないかなと思います。そういうものは今まだ日本の大

学院、専門職大学院に合っていないです。そこも一つ制度の壁かなと思っています。課題

だけ言って手こまねいて見ているだけでも問題ありますから、少しずつ動いていくつもり

です。 

  またこの秋の原子力学会でも私は、教育の標準化の話をしまして、全大学に声かけしてい

こうかと思っております。 

  以上です。 

（岡委員長）ありがとうございました。 

  今のお話のフォローとして、実は原子力国際専攻の英語名で国際を「ｍａｎａｇｅｍｅｎ

ｔ」って訳しました。何が英語の名前でいいかって考えたときに、「ｉｎｔｅｒｎａｔｉ

ｏｎａｌ」なんて変ですから、「Ｎｕｃｌｅａｒ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ ａｎｄ Ｍａ

ｎａｇｅｍｅｎｔ」にしました。それで、今の上坂先生のお話を聞いていて、当然原子炉

の専門職もある意味原子炉主任技術者のやるハードな、テクニカルな専門職教育である。
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筆記試験免除のために何度も合格するまで試験すると、普通の米国の修士課程ががおこな

っているスクールに一番近い形態になっていて、教科書もつくっていますけれども、今お

っしゃったことをフォローすると、例えば普通の学部あるいはマスターを出た後、１年間

そういうマネジメントの専門職学位を持つようなものをつくればいいんだと。あるいは専

門職教育の中でマネジメントも教える。それは博士課程につながっているとかそういうこ

とではなくてもよいのでは。 

  それからもう一つ、博士課程について申し上げると、実は日本人の学生だけで博士課程を

やろうとするのはおかしい。大学にとって国際的な連携のところで一番重要なのは、その

国の国費で留学する途上国の優秀な学生を日本にいかに集められるか。これは日本のリー

ディング、研究大学院の一番重要な役割だとおもいます。博士課程の学生、国費を持って

いる学生、とる学生はその国の一番優秀な学生であると選抜された学生ですので、それを

日本にいかに連れてこられるか。そうした学生が卒業してたとえばまたＪＡＥＡさんで研

究員として働く、そういうことではないか、特に研究のところはもう、日本人だけでやる

なんていうのはもう随分昔のモデルですから、日本人だけで博士課程を埋めようなんて思

っているのは間違っているんじゃないかと思いますけれども。そういうこともあって、さ

っきちょっと連携なんてことも申し上げました。 

  いろんなことをやるときにやっぱり個人のつながりが一番重要で、ＩＡＥＡの中で働こう

と思っても、参事官は御経験がありますけれども、仕事をするときに各国のこういう重要

な方と個人的なつながりで話ができるということが一番仕事する上で重要なんじゃないか

なという気もいたします。日本人はまだそういうところで働く方は少ないですけれども、

こういうものを通じて、そういう方を育てる役割もあるんではないかなという気もいたし

ます。 

（沢井氏）先ほど御注文、今もいただいた国際的な研究員をそろえるということでございます

けれども、部署によっては結構ＪＡＥＡの中でそろえているんです。先端基礎研究センタ

ーというのは、それこそ人のつながりって先生おっしゃいましたけれども、前川先生とい

う国際的な知名度のある先生にセンター長をしていただいておりまして、グループリーダ

ーに外国人を呼んでくると。その外国の、その先生が勤務しておられる大学から学生も来

る、あるいは御所属の一つで職員のパーマネントにも学部に採用するというようなことを

やり始めています。ただ、原子力エネルギーの一般の部分にはまだまだそれが広く進んで

いかない、いっていないというのがＪＡＥＡの現状かなというのがあるけれども、方向と
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してはそういう動きがあるにはあります。 

（岡委員長）物理の方は、そういうことは進んでおられて、原子工学のほうがおくれているん

だと思うんですけれども。工学的なところの海外とのつながりも重要です。ちょっと話が

違いますけれども、例えばイギリスとの協力なんかも話がありますね。そのときにやっぱ

り科学アタッシェで向こう行っておられる方がいますよね。向こうの公館におられる方、

イギリスに限りませんけれども、そういう方を通じて何かまた連携を図っていくという、

導入国、あるいはイギリスでも日本の企業が原子炉つくろうとしておりますけれども、そ

ういう視点もあったらうまくいくんじゃないかと思いますね。領事館に行っておられる方、

大使館に行っておられる方、必ずおられますので。担当は原子力だけじゃありませんけれ

ども、むしろ外国のそういう大使館の日本駐在の方がそういう国際連携を強化する活動を

いっぱいしておられると思うんですけれども、日本は原子力のほうからそういうアプロー

チをしてもいいんではないかなと思うので。 

  先生方、ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

  それじゃ、大変いいスクールを皆さんの協力で、やるのなかなか大変なこともあると思い

ますけれども、是非頑張ってまた継続して発展していっていただければと思います。 

  どうも今日は大変ありがとうございました。 

それでは、議題２について事務局から御説明をお願いします。 

（室谷参事官）ありがとうございます。 

  その他議題でございます。資料第２号として、第２３回、第２４回の原子力委員会議事録

を机上配付いたしております。 

  今後の会議予定について御案内申し上げます。次回第３２回原子力委員会の開催について

ですが、９月１日火曜日１０時半から、中央合同庁舎８号館５階の共用Ｃ会議室において

予定いたしております。 

  以上でございます。 

（岡委員長）そのほか委員から何か御発言ございますでしょうか。御発言ございますでしょう

か。よろしいでしょうか。それでは、御発言ないようですので、これで本日の委員会を終

わります。ありがとうございました。 

－了－ 

 

 




